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概要

熊本大学では、地域貢献特別支援事業の一環として、「e-Learning Station」という名称で地域に対
する教育コンテンツの配信を企画し、平成 16年春に試行配信を行い、秋から運用を行っている。試行
配信に関して、e-Learningシステム、配信したコンテンツ、アンケート結果とそれから考えられる改
善点について報告する。さらに、本運用に関する、e-Learningシステム、コンテンツの変更・改良点
と現状について報告する。
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Abstract

Kumamoto University provides an e-Learning program for local citizens called as “e-Learning

Station” supported by the Community Contribution Special Support Activities Budget, which

was established to promote contributions to the community by national universities. The e-

Learning Station did trial distribution during spring, 2004, in order to check a system and

contents by monitors’ responses. The statistical results and considerable improvements are

reported in this paper. The e-Learning Station has been started from September, 2004, and

the latest status is also reported.
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1 はじめに

熊本大学では、地域貢献特別支援事業の一環と

して、「e-Learning Station」という名称で地域に
対する教育コンテンツの配信を企画し、平成 16年
春に試行を行い、秋から運用を行っている。地域

貢献特別支援事業とは、国立大学の地域貢献を支

援するために設けられた文部科学省の施策のひと

つで、平成 14度に最初の公募が行われ、熊本大学
では「熊本大学 LINK (Local Initiative Network
Kumamoto)構想」として応募し、採択された。こ
れは、熊本県のネットワーク (県庁、県内市町村、
小中学校、高校、企業等を接続)と本学 のネット
ワークをサーバを介して接続することによって大

学・行政・市民・企業をリンクし知が循環するネッ

トワークを社会資本として構築し、大学が知的社

会貢献の領域でイニシアティブを発 揮することを

目指すものである。この取組みが評価され、平成

15、16年度についても同事業が採択され、このシ
ステムを基に熊本県の地域重点施策である「熊本

県総合計画～パートナーシップ 21」を踏まえ「地
域課題解決への先導的役割」「人材養成」「産業振

興」「環境保全」を基本コンセプトとする 10の個
別事業を展開してきた。

その基本コンセプトの 1つ「地域課題解決への
先導的役割」の中の事業の、「LINKサーバ上のコ
ンテンツ作成事業」の一環として平成 15 年より
コンテンツの開発を進め、平成 16 年 3 月 1 日か
ら同年 4月 30日にかけて、モニター受講者を 100
名程度募集し、「e-Learning Station」の試行配信
を行った。また、同年 9月 28日から平成 17年 1
月 31 日までの期間で、第 1 回目の運用を開始し
た。本稿では、この試行実験に関する配信システ

ム、コンテンツ、受講者のアンケート結果、さら

に、試行実験アンケート等を参考にした運用にあ

たっての変更点を中心に述べる。

2 試行配信

平成 16 年 3 月 1 日から同年 4 月 30 日にかけ
ての、「e-Learning Station」の試行配信に関して、
用いた e-Learning システム、配信したコンテン
ツ、受講者アンケートの結果について報告する。

2.1 システム

配信には、熊本大学の地域貢献特別支援事業

「LINK構想」の中の基盤整備事業「熊本県と熊本
大学間ネットワーク構築」において導入されたシ

ステムを利用している。

このシステムは、熊本大学情報ネットワーク

(KUIC)と熊本県総合行政ネットワーク (KSGN)
との間に各種サーバを配置し、両ネットワークへ

様々なデジタルコンテンツを高速かつ安全に配信

することができる。システムの概略図を図 1に示
す。サーバ群は機能的におおきく別けて、動画配

信用サーバ、Webサーバ、e-Learningサーバ、テ
レビ会議用サーバからなる。これらのサーバは、

KUIC および KSGN の各々に対して、ファイア
ウォールを介して接続されている。KUICに対し
ては、本学の 10Gネットワークへ 100Mbpsで接
続され、KSGNに対しては、専用光ファイバ回線
を介して 100Mbps で接続されている。このよう
に、両ネットワークからこれらのサーバ群に対し

て、安全かつ高速に接続できる。また、両ネット

ワークが直接接続されているわけではなく、ネッ

トワーク間のデータ往来は不可能であるため、機

密データの漏洩が極めて発生しにくい構造となっ

ている。サーバ群へのインターネットからのアク

セスは、ファイアウォールで許可した接続につい

てのみ、学術情報ネットワーク (SINET) を介し
て、KUIC 経由で可能となっている。すなわち、
KSGNからは接続先のアドレスによって、これら
のサーバ群が KSGN 上のサーバとしてみえるだ
けでなく、インターネット経由でもアクセス可能

であるが、接続速度の低下とテレビ会議等一部の

通信がファイアウォールによりできなくなる。

図 1 に示すように、システム中に e-Learning



図 1 LINK構想におけるネットワーク
接続サーバシステム

サーバ群が含まれており、その 1つであるWebCT
サーバとWeb サーバを主に利用して試行配信を
行った。WebCT [1]とは、ブリティッシュコロン
ビア大学 Murray Goldberg 氏が開発した『コー
ス管理システム』で、WebCT社が開発・販売し、
世界的に広く教育機関で利用されている。名古屋

大学情報連携基盤センターの梶田助教授が日本語

版WebCTを開発したこともあり、近年日本の大
学にも多く導入されはじめている。

熊本大学内の講義において、WebCTは平成 15
年度より、最初は情報基礎教育 [2]や CALL [3]に
おいて活用がはじまり、平成 16年度より、熊本大
学学務情報システム SOSEKI [4]との履修情報の
連携により、全ての学生、講義、教官が登録され

た [5]。特に、情報基礎教育に関しては、平成 16
年度「特色ある大学教育支援プログラム」として

採択された [6]。
WebCT を用いると、受講者も教授者も、各々

に可能な全ての操作をWeb ブラウザから行うこ
とができる。公開講座への利用も可能であるが、

その利用条件等についてはベンダー等へ確認をと

る必要がある。

試行配信時の e-Learning Station のWeb トッ
プページを図 2に示すが、このページから、全体
の案内、講座一覧と内容の概略説明、受講申込、登

録変更、問い合せ、ログイン等のページにハイパー

リンクされている。案内、紹介、解説等のページ

は HTML で既述され、受講申込、登録変更、問
い合せ等は CGI を用い、ログインから WebCT
のログインページへのリンクという形式をとって

図 2 e-Learning Station トップページ (試行配信版)

いる。

受講登録に関しては、CGIにより受講希望者が、
希望講座 (複数選択可)、熊本大学公開講座に準じ
た情報と eメールアドレスを入力した後、そのア
ドレスに受付確認の eメールでユーザ名およびパ
スワードが届いた後、受講者がWebCTへログイ
ンするという形式をとった。登録変更、問い合せ

に関しても、CGIにより受講希望者が質問項目や
変更項目等を選択し、その内容を既述する形式を

とった。

受講希望者が、登録方法、講座内容等迷わない

ですむように、出来るだけ平易な文章による解説

ページを用意した。例えば、図 2のトップページ
の「ごあんない」にリンクされているページ (図
3)においては、受講までの流れを解説し、各々の
ステップにおいて実際の操作へのハイパーリンク

を行った。さらに、その下に、「モニター募集につ

いて」、「登録について」、「講座内容について」、「動

作環境について」、「お問い合わせ先」といった項

目別に詳細に解説した。



図 3 「ごあんない」ページ (試行配信版)

2.2 コンテンツ

図 2のトップページの「講座一覧」にリンクさ
れているページにおいては、各講座の簡単な解説

とスクリーンショットへのリンクを付し、ここか

らも受講の申込みや WebCT へのログインへの
ショートカットも分り易いボタンで示した。この

「講座一覧」ページの各講座の簡単な解説を以下に

そのまま列挙する。

1.「コンピュータ入門」
パソコンの起動・終了の仕方からインター

ネット、電子メールの使い方まで、具体的

に学習していきます。初めてコンピュータ

を触る方が対象です。

2.「オフィスソフトの操作」
ワープロソフト、表計算ソフトの使用方法

を学習します。ワープロデータを表計算ソ

フトで使用する方法など、具体的で実用的

な操作が身につきます。

3.「ホームページ作成」
ホームページの作成を基礎から学習しま

す。基本となる HTMLの書き方をはじめ、
Java Script による機能拡張、サーバへの
アップロードの仕方などを行います。

4.「コンピュータサイエンス入門」
インターネットの基礎知識や、コンピュー

タの基本構成などを学習していきます。

5.「セキュリティ対策」
コンピュータウィルスやコンピュータ犯罪

などが社会問題となっていますが、この講

座では最新情報を含めたセキュリティ面で

の知識や対策の仕方を学習します。

6.「INFOSS情報倫理」
ネットワーク社会が拡大する中で、個人情

報や著作権など私たちがインターネットを

利用する上で注意すべき点を詳しく学習し

ていきます。

7.「コンピュータ入門コース (構造編)」
ブラックボックスになりがちなコンピュー

タの動作の仕組みを基礎から学習します。

２進数の計算や補数などを、 豊富なイラス

トでわかりやすく説明していきます。

8.「統計学入門コース」
平均値・標準偏差・分散・回帰など、基礎的

な言葉の概念から計算方法までを学習しま

す。 イラストを豊富に使い、文系の大学生

にも分かり易い構成となっています。

以上に示すように、試行配信で提供した講座は

全 8講座で、最初の 5講座は熊本大学全学必修情
報基礎講義である「情報基礎 A」および「情報基
礎 B」の内容を元に、本学のシステムに依存する
部分を外した上で一般社会人対象に再構成を行っ

たもので、後の 3講座は、地域貢献特別支援事業
により導入された日本データパシフィック社製の

商用コンテンツである (「統計学入門コース」に関
してはモニタ利用につき期間を限定した)。
例として「コンピュータ入門」のWebCT中の
目次を以下に示すが、PC を初めて触った学習者
のレベルから始めて、OSの基本操作、Web閲覧、
メールと、基本的な操作方法を学習していく実用

的な内容である。

1. まずは始めてみよう
1.1 パソコンの起動と終了, 1.2 基本用語を
確認, 1.3 文字の入力, 1.4 簡単入力切り替



え, 1.5 漢字やカタカナに変換, 1.6 大文字
や？！の入力, 1.7メモ帳の終了

2. 入力した文字列の編集
2.1 入力した文字の編集, 2.2 ウインドウの
操作, 2.3 フロッピーディスクに保存, 2.4
文字の削除と訂正, 2.5上書きして訂正, 2.6
文字の挿入, 2.7別名で保存

3. ファイル操作 –その 1–
3.1ファイル操作とカット・コピー・ペース
ト, 3.2 ファイルの複製, 3.3 ファイルの削
除, 3.4ファイル名の変更, 3.5カット＆ペー
スト

4. ファイルの操作 –その 2–
4.1コピー＆ペースト, 4.2操作をやり直す,
4.3 他のファイルのピー＆ペースト, 4.4 画
像のコピー＆ペースト, 4.5.doc ファイルを
開く, 4.6新規フォルダの作成

5. ブラウザの操作
5.1ブラウザの操作, 5.2Web 検索

6. 電子メール –その 1–
6.1AL-Mail のインストール, 6.2 署名の編
集, 6.3 新規メールの作成, 6.4 メールの送
受信

7. 電子メール –その 2–
7.1返送・転送を行う, 7.2メールの管理

8. 電子メールの仕組
8.1電子メールの仕組

9. 電子メールとウイルス
9.1ウイルス・メール, 9.2ウイルス対策

また、以下に「コンピュータサイエンス入門」の

目次を示す。こちらは、実用的というよりは、コ

ンピュータやインターネットの仕組を理解しよう

といった、教養的な内容となっている。

1. インターネットの基礎知識
1.1基礎知識, 1.2ネットワーク, 1.3イーサ
ネット, 1.4IP アドレス, 1.5 グローバルア
ドレスとプライベートアドレス, 1.6ポート

2. コンピュータの機能と情報

2.1 コンピュータの基本構成, 2.2 ソフト
ウェア構成, 2.3 情報の表現 (ASCII コー
ド，漢字コード等) , 2.4文字コード (英字)

3. 周辺機器
3.1 コンピュータ周辺機器, 3.2 出力装置,
3.3外部記憶装置

4. 画像データ
4.1画像データの基礎 1 , 4.2画像データの
基礎 2

こちらを例にとって、もう少し具体的に紹介す

る。受講者は、図 2の e-Learning Stationトップ
ページから「ログイン」ボタンをクリックするこ

とで、WebCT のログインページに入り、そこで
与えられたユーザ IDとパスワードを入力すると、
自分が受講している講座のリストが表示され、そ

の中から本講座をクリックすると、図 4 に示す
WebCT 上のホームページ1)が表示される。その

中には、

• 講座の説明 – 講座内容の説明
• コンピュータサイエンス – 教材コンテンツ
• みんなで掲示板 – ディスカッションボード
• 検索 – 教材内で検索が行える

を提供している。WebCT のツールとしては、
各々、講座の説明はシラバス、コンピュータサイ

エンスはコンテンツモジュール、掲示板はディス

カッション、検索は検索を利用している。WebCT
には、数多くのツールが含まれているが必要最低

限にとどめ、シンプルで分り易い構成を目指した。

図 4中で、コンピュータサイエンスのアイコンを
クリックすると、先に示した目次が表示され、各々

の項目から教材コンテンツページへのリンクがは

られており、例として、「1.4 IP アドレス」のペー
ジを図 5に示す。
教材はテキストと静止画を中心に構成され、ほ

とんど動画は使用していない。講義をストリーミ

1) 本稿で示す WebCT のスクリーンキャプチャ画面は、
WebCT のバージョンアップに伴い配信期間のものと
僅かに違いがあるが、本質的には変らない。



図 4 「コンピュータサイエンス入門」
の WebCT 上のホームページ (試行配
信版)

ングで配信する形式はとっていない。必要に応じ

て自動採点可能な問題を配置したり、図 5に示す
ように、JavaScriptを利用したシミュレーション
等を提供することで学習効果を高めている。例え

ば、この JavaScript を用いた部分を利用すると、
任意の IP アドレスを 2 進数表現で即座に見るこ
とができる。また、その逆も可能で、ネットマス

クの意味を実際に体験しながら学習することにも

利用できる。

2.3 アンケート

試験配信の第 1の目的は、本格的な運用に向け
ての、よりよいコンテンツの作成や提供環境等の

改善であり、受講者の反応は極めて重要な意味を

持つ。そのため、登録した 118名のモニター全て
を対象にアンケートを実施した。実施条件を、表

1に示すように、80％の方から回答が得られ、そ
の結果について紹介する。

まず、図 6 に受講者の年令と職業の分布を示
す。もっとも割り合いの高い年齢層は 60 歳台で
あったが、あまり極端な分布ではなく、30歳台以
上では最大でも 2倍までは違わない。一般の施設
に実際に集合して行われる市民講座等と比較する

と、年齢層が若い世代へ拡がっているようにみえ

るが、それでも 60歳台がもっとも多いという結果

図 5 「コンピュータサイエンス入門」
上の教材例 (試行配信版)

表 1 アンケートの実施条件 (試行配信)

配信実施期間 平成 16年 3月 1日～4月 30日

アンケート実

施期間

平成 16年 4月 24日～5月 7日

受講者 118人

回答者数 97人 (回答率 80％)

回収方法 受講者に対しメールでアン

ケートを依頼、回答はWeb上
で行った。

であった。

また、職業については、図 6から、ほとんどの
受講者が有職者であり、60 歳あたりを境として、
専業主婦の割合が大きく異なるといった興味深い

結果であった。

図 7に、受講者が本試験配信のことを知った経
緯について示す。人づてが最も多く、続いて本企

画の母胎である熊本大学地域貢献特別支援事業の

Web ページ、公開講座となっている。ここで、公



図 6 受講者の年齢と職業

開講座とは、毎月 1回、熊本大学生涯学習教育研
究センターで行われている「知のフロンティア講

座」のことで、毎回専門の異なる教官が、最新の

科学、社会の動きなどを易しく解説しているもの

である。

知った経緯をWeb ページからと回答した受講
者は 27％と全体の 1/3以下であるが、人づての内
訳調査まで行っていないため実際の割合は不明で

あり、伝え聞いた人の中にはWebページを見た人
も含まれると思われる。また、本企画は募集を始

めて 3日で予定募集数の 100名を超えてしまった
ため、もう少し長い募集期間があった場合は異っ

た結果となったかもしれない。平成 16 年 9 月か
らの本配信は、ほぼ無制限で、約 3ケ月の募集を
行っているため、その結果が出てから比較したい。

一人の受講者がいくつでも講座を選択して良い

という形式で募集したため、多くの受講者が複数

講座を受講した。図 8にその割合を多い順に示す
が、「ホームページ作成」が最も多く、登録者の約

2/3が受講しており、関心の高さを表わしている。

図 7 e-Learning Stationのことを知った経路

図 8 受講した講座

ただし、後述するが、自由意見欄やメール等によ

る受講者からの指摘で、この「ホームページ作成」

という講座名があまりよくなかったという反省が

あり、本配信の時点では、名称および内様の再構

成を行った。講座内容として、主として HTML、
CSS、JavaScriptを用いたホームページ作成を提
供しており、ホームページ作成用アプリケーショ

ンを用いていないため、少し高度な内容になって

いたため、受講者の考えていた内容との食い違い

を生じる場合があった。



図 9 過去の e-Learning経験の有無

図 10 受講の動機

図 9に、受講者の過去の e-Learning経験の有無
を示すが、約 3/4 が初めての e-Learning 受講と
いうことであった。

図 10に受講の動機に関しての調査結果を示す。
ここで特徴的なことは、コンテンツというより、

e-Learning自体への興味が相当の割合を持ってい
ることである。

図 11 に、e-Learning の魅力に関しての調査結

図 11 e-Learningの魅力

図 12 接続速度

果を示す。やはり、e-Learningの特長である「い
つでも、どこでも学習できる」と言い換えられる

内容が高い割合を示していた。

受講者のインターネット接続速度を図 12 に示
す。2/3 以上がブロードバンド環境といっても差
し支えないと思われる。ビデオストリーミングを

コンテンツに取り入れてもかなりの割合の受講者

は快適に受信できることが予想される。

次に、スクーリングの希望を調査した結果を図

13 に示す。半数弱の受講者が「あれば参加した



図 13 スクーリングの希望

い」と回答しており、公開講座等でこの試行配信

を知った受講者が図 7 から 20 ％弱あることも影
響していることも考えられる。

各講座の満足度に関する調査結果を図 14 に示
す。母数としては少ないが、満足またはどちらか

と言えば満足と回答した受講生の割合は、大部分

の講座で、残念ながら 50％弱に留まっている。商
用の「INFOSS情報倫理」および「コンピュータ入
門コース」がよい成績をあげており、オリジナル

コンテンツの質的向上の必要性を痛感した。「コ

ンピュータ入門」から「セキュリティ対策」まで

の講座は、本学で行っていたブレンディッドラー

ニング形式の大学 1年生を対象としているものを
起源とし、市民講座向けに大幅な変更を加えたも

のであるが、まだまだ対象の見極め、遠隔非同期

のみの受講形式への対応の甘さを痛感した。

また、満足度に関する理由等の自由既述から、

今後参考になりそうな指摘について幾つか紹介

する。

まず、「忙しくて受講しなかった。」、「受講の強

制がないから、ついさぼってしまう。」、「自分がす

ぐにくじけたから。」等は、非同期遠隔形式では難

しいところではあるが、こちらからの定期的なケ

ア等の必要性を感じた。講師等からの連絡や掲示

板等を利用したコミュニケーションを充実させる

必要性を感じた。また、今回は最初から全てのコ

ンテンツを開示したが、時間的な変化に乏しくな

図 14 各講座の満足度 (括弧内の数字は回答者数)

るため、定期的にコンテンツの開示を行うほうが

よい場合もあると思われる。

「市販ソフトを使った HP 作成になじんでいる
ため、講座内容が理解できないことが多かった。

(ホームページ作成)」、「ホームページ作成講座に
大半の時間を費やした。」、「自分のニーズに合った

科目に限定すべきだった。」、「科目によってスキル

の差が有ったので。」、「講座の目標が見えにくいよ

うに思います。」、「内容が一般的でなく、どのレベ

ルをターゲットにしているのか不明。」、「教えるレ

ベルがはっきりしているのかなと疑問を持ちまし

た。」等は、各々の講座に関して事前の説明が十分

でなかったことを示唆しており、内容に相応しい

講座名、講座内容、スケジュール、受講に必要な前

堤知識、時間等の情報を充実させる必要を感じた。

「双方向の授業 (添削など) だともっと良かっ
た。」、「チェックテストがあったからよかった。」、

「インストラクションデザインに一工夫必要だと思

います。」、「エンターテインメント性もほしい。」、

「概論的な内容が多いように思えた。もう少し、日



常直面する具体的な事例研究があると興味が増す

のではないかと思われた。」等は、コンテンツ自体

の改善すべき点がまだまだ沢山あることを示して

いる。チェックテストの導入、インストラクショ

ンデザインに基づいたコンテンツの再構成、画面

のデザイン、事例の紹介等の改良を加えたい。

3 運用

平成 16 年 9 月 28 日から平成 17 年 1 月 31 日
までの期間 (登録受付は 12月 25日まで)で、「e-
Learning Station」の第 1回目の運用を開始した。
まだ現時点は運用期間中であり、アンケート等は

とっていないが、e-Learningの変更とカスタマイ
ズ、試行配信の結果に基づいた改善点、現在まで

の受講者数の等を報告する。

3.1 システム

ネットワーク環境等は試行配信の時とほとん

ど変化はないが、配信に用いた e-Learning シス
テムを、WebCT から Moodle [7] へ変更した。
Moodle はオーストラリアの Curtin 工科大学の
Martin Dougiamasによって開始された GNUラ
イセンスに基づくオープンソースの講義管理シス

テム (LMS)で、多くの言語をサポートしており、
日本語化に関しても吉田光宏氏らの努力でかなり

充実している。Moodle を採用した主な理由は、
LMS として既に十分使用可能なレベルであるこ
と、ユーザ登録数等の制限が基本的にないこと、

カスタマイズが可能なこと、ログインせずにコン

テンツを見せる機能があることである。

また、本配信を行う前に、平成 16 年度熊本大
学公開講座「リナックスによるインターネット

サーバ構築」を平成 16 年 8 月から 9 月にかけて
Moodle [8]で行っており、事前にその可能性につ
いて検証を行っている。

e-Learning Station の現時点での Web トップ
ページを図 15に示すが、試行配信時 (図 2)と比較
して、わかり易いデザインに変更し、目的のページ

にすぐにたどり着けるように目立つボタンを配置

した。試行配信のアンケート結果を参考に、必要

図 15 e-Learning Station トップページ

ならば内容に相応しい講座名に変更し、それぞれ

の講座の説明を大幅に見なおした。例として「コ

ンピュータサイエンス」の場合を図 16に示す。全
ての講座に関して、受講対象、前提知識、配信回

数、初回配信予定日、最終回配信予定日、配信終

了日、講座概要、学習の進め方、目安の学習時間、

テストの有無、質問対応、定員を明示した。ここ

で、配信回数とあるのは、今回は全てのコンテン

ツを最初から開示せずに、定期的に開示すること

としたためである。また、定員はほとんどの講座

で無制限であるが、一部商用コンテンツについて

はライセンスの範囲内とする。また、各配信回毎

のタイトルと目次を予定分を含めて全て示してい

る。さらに、登録無しに実際のコンテンツの一部

を利用、体験できる機能を用意している。

受講登録に関しては、Moodle の自動登録機能
を用いず、試行配信と同様の方法で行いユーザ

管理を行った。登録が完了した受講者は、図 15
のトップページの「ユーザのログイン」から、図

17 に示す Moodle を利用したページでユーザ名



図 16 講座の説明ページ

とパスワードを入力することで、学習を開始でき

る。図 17に示すように、Moodleのオリジナルの
トップページからはかなりの変更を施している。

Moodle 自体にテーマをカスタマイズする機能が
あり、オリジナルなテーマを作成でき、また、画

面をアレンジする機能がある。さらに、オープン

ソースであるためソースコードに変更を加えるこ

とでかなりのカスタマイズが可能で、このような

ページにすることが出来た。出来るだけシンプル

なページにすることを第一に構成した。図 17 中
の「TRY」ボタンはログインすることなく一部の
コンテンツを閲覧し、テストも体験できる機能を

提供している。この機能は、ライセンス上の登録

者制限がないために容易に実現できた。本配信を

開始して 2 ケ月程度経過したが、現在のところ、
Moodleに関してのトラブルはほとんどない。
3.2 コンテンツ

試行配信時は情報技術 (IT) 分野に限った 8 講
座のみの配信であったが、今回の運用においては、

以下の 5分野 17講座の配信を行っている。

図 17 e-Learning Station Moodleページ

• ＜熊本文化＞
○山鹿灯籠祭、○石は語る～美里町の歴史

探訪

• ＜教育＞
○すうがく・とーく、○特別支援教育 はじ

めの一歩

• ＜環境＞
○いま有明海・八代海が求めているもの、

○干潟のダンサー ハクセンシオマネキ

• ＜高大連携推進事業＞
○英語学習支援

• ＜情報技術 (IT)＞
○コンピュータ入門、○Word入門：ワー
プロソフトの使い方、○ Excel入門：表計
算ソフトの使い方、○ HTML 講座：ホー
ムページ作成、○ JavaScript講座：ホーム
ページ作成、○コンピュータサイエンス、

○セキュリティ対策、○ INFOSS情報倫理
2004年度版 (定員 100名)、○コンピュータ
入門コース 構造編 (定員 100名)、○自分つ
くろう！Myパソコン



IT分野のものは試験配信のものを元としている
が、アンケート結果等を参考に再構成を行ってい

る。それ以外のコンテンツは全て新しいもので本

学の教官と教材作成室のサポートで製作した。試

験配信時のコンテンツと比較して、チェックテス

ト、動画、音声も多くし、数回に分けて配信する

形態をとった。ただし、途中からないし全てのコ

ンテンツが開示された後でも登録受付期間内 (配
信終了約 1 ケ月前まで) であれば登録は可能とし
た。また商用の 2講座以外受講者数制限を設定し
なかった。

平 16年 11月 22日現在、すなわち、登録受付終
了までまだ 1ケ月以上あり、配信終了まで 2ケ月
以上あるため、正確なデータはないが、現時点で

の受講登録者数は 518 名、のべ受講講座は 1,683
名であり、1人あたりの平均受講講座数が 3.25と
なっている。今回もアンケート調査を予定してい

るが、まだ実施していないため、前回との比較等

できないが、機会を見つけて公表する予定である。

4 まとめ

熊本大学地域貢献特別支援事業の一環として、

「e-Learning Station」という名称で地域に対する
教育コンテンツの配信を企画し、平成 16年春に試
行を行い、秋から運用を行っている。試行配信に

おいては、平成 16年 3月 1日から同年 4月 30日
にかけて、IT分野の 8講座を 100名を募集 (118
名登録)し、配信をおこなった。終了時にアンケー
ト調査を実施し受講者の約 80％から回答を得た。
アンケート結果等を参考にしてコンテンツの再構

築と追加を行い、さらに、LMS をWebCT から
Moodleに変更した上で、平成 16年 9月 28日か
ら平成 17年 1月 31日までの期間 (登録受付は 12
月 25 日まで) で、IT 以外の 4 分野を加えた 5 分
野 17講座で運用を開始した。
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